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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは，目的語(O)が主語(S)に先行するOS語順を基本語順にもつOS
言語（マヤ諸語のカクチケル語，オーストロネシア語族のタロコ語など）の理解，産出，ならびに獲得を研究し
た。より具体的には以下の項目の調査・実験を行った。(i) 文脈に埋め込まれた文の処理負荷に与える語順と文
脈の影響，(ii) 文産出の際の語順選択に与える文脈の影響，(iii) 言語獲得，(iv) 言語の語順と思考の順序と
の関係。

研究成果の概要（英文）：This research project investigated the comprehension, production, and 
acquisition of OS languages such as Kaqchikel (Mayan, Guatemala) and Truku (Austronesian, Taiwan). 
More specifically, we examined the following: (i) Effects of word order and context on sentence 
processing load in natural discourse, (ii) Effects of context on word order choice in sentence 
production, (iii) Language acquisition, (iv) Order of thought.

研究分野： 言語学

キーワード： 語順選考　文処理負荷と統語構造　語順選択と概念的卓越性　言語の語順と思考の順序

  １版

平成

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって，(i)OS言語の文・談話処理メカニズムの性質を明らかにし，SO言語の特性に偏向した既存の理
論を是正することができた。また，(ii)実験室が完備していない地域で行動実験や脳機能計測を行う方法論が確
立され，これまで難しかった（本研究の対象外の多くの）危機言語や少数民族言語の実証的研究を行うことが可
能になった。その結果，(iii)危機言語・少数民族言語の記録・保存が促進され，文化の多様性の確保に繋がる
（cf. 国連決議、2007年5月）。すなわち，(iv)以上のような種々の学術的・社会的波及効果が期待できる「統
合的フィールド比較心理言語学」とでも呼ぶべき新しい研究領域が創成された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 日本語や英語など多くの言語の理解（聞く、読む）や産出（話す、書く）の際に，主語が目的語に先
行する語順（SO 語順＝SOV, SVO, VSO）のほうが，その逆の目的語が主語に先行する語順（OS 語順
＝OSV, OVS, VOS）よりも処理負荷が低く母語話者に好まれる傾向があることが知られている（SO 語
順選好）(Just et al. 1996, Gibson 1998, Hawkins 2004)（図１）。しかし，従来の文処理研究はほとんど
全て日本語や英語のように SO 語順を基本語順にもつ SO 言語を対象にしているため，SO 語順選好
が個別言語の基本語順を反映したもの（＝個別文法説）なのか，あるいは人間のより普遍的な認知特
性を反映したもの（＝普遍認知説）なのかが分からない。この 2 つの要因の影響を峻別するためには
OS 語順を基本語順に持つ OS 言語で検証を行う必要がある。 
 そこで、本応募課題とほぼ同一のメンバーが，平成２２年度から科学研究費補助金・基盤研究（S）の
予算措置を受けて，OS 言語であるカクチケル語（グアテマラのマヤ諸語の一つ）をフィールド言語学，
理論言語学，心理学，脳科学などの観点から多角的かつ統合的に研究し，個別文法説と普遍認知説
を検証した。その結果、カクチケル語では、（１）統語的基本語順である VOS 語順が他の語順よりも文
処理（理解・産出）の際の負荷が低く，文処理負荷に関しては個別文法説が支持されること、（２）それ
にも関わらず産出頻度は VOS よりも SVO のほうが高く，この点に関しては普遍認知説が支持されるこ
と，が実証された。これは，文処理負荷を決める主たる要因と産出頻度を決める主たる要因とが異なる
ことを世界で初めて立証した研究であり，SO 言語のみの研究から導かれた既存の理論の抜本的修正
を迫る画期的な研究成果である。 
 
２．研究の目的 
 しかし，上記の研究はマヤ諸語に焦点を当てて行われたため，得られた成果がマヤ諸語以外の OS
言語にも当てはまる真に妥当な一般化であるかどうか定かでない。そこで，本研究課題では，マヤ諸
語とは地理的にも系統的にも類型的にも異なるオーストロネシア諸語のなかの OS 言語（特に台湾先
住民言語タロコ語）を対象に加えて，以下の研究を行なった。 
 
３．研究の方法 
（１） 文処理（理解・産出）負荷に与える語順と文脈の影響：文処理負荷に与える(A)個別文法的要

因と(B)普遍認知的要因と(C)文脈の要因，それぞれの影響と交互作用の有無・程度・タイミン
グを，行動実験や脳機能計測（MRI, MEG, NIRS, ERP）などを用いて明らかにする。 

（２） 文産出の語順選択に与える文脈の影響：文を産出する際の語順選択に与える(A)個別文法
的要因と(B)普遍認知的要因と(C)文脈の要因，それぞれの影響と交互作用の有無・程度・タ
イミングを，コーパス調査や行動実験，眼球運動計測，脳機能計測などを用いて明らかにす
る。 

（３） 言語獲得：言語獲得過程における上記(1)と(2)の発達的変化を，自然発話調査，行動実験，
眼球運動計測，脳機能計測などを用いて明らかにする。 

（４） 思考の順序：母語の語順に関わらず前言語的思考で好まれる順序は「行為者・対象・行為」
であるとする仮説がある。この一般化が OS 言語の話者についても当てはまるかどうかをジェス
チャー産出や眼球運動計測などを用いて検証する。 

 
４．研究成果 
（１）文産出に関する研究成果 
① カクチケル語では統語的基本語順である VOS 語順よりも SVO 語順のほうが産出頻度が高い。これ
は前述した 2 つの対抗仮説のうち普遍認知説（＝個別言語の基本語順に関わらず普遍的に SO 語順
のほうが OS 語順よりも好まれる）を支持する結果である。[論文 18] 
② 目的語が無生物のときよりも有生物のときのほうが SVO 語順の産出頻度が高い。これは文法以外
の認知的要因の一つである有生性がカクチケル語の語順の選択に影響を与えることを示しているとい
う点で先行研究の知見と整合的である。しかし、これまでの SO 型言語を対象にした先行研究では、有
生物が文の前方に現れやすいという実験結果が示され、それを説明する文処理理論が提案されてい
る。しかし、本研究で判明したのは、カクチケル語では目的語が有生物のときに文末に現れやすいと
いう衝撃的な事実であり、先行研究による一般化や理論的仮説の再考を迫るものである。[論文 18] 
③ カクチケル語の実験とパラレルな文産出実験をタロコ語で実施した。（論文投稿済み） 
（２）文理解に関する研究成果 
① fMRI を用いた実験で、VOS 語順の文に比べて SVO 語順の文を聴解している際に左下前頭回の
賦活が観測された（図１A）。左下前頭回は文法処理の中枢であるので，この結果は VOS 語順の文に
比べて SVO 語順の文のほうが統語的処理が複雑であることを示唆している。[論文 14] 
② それにも関わらず，左側頭葉後部の活動は SVO 文の方が VOS 文よりも高かった（図１B）。左側頭
葉後部は概念処理で重要な役割を果たしており，この結果は SVO 語順の文に比べて VOS 語順の文
のほうが概念処理の負荷が高いことを示唆している。[論文 8] 
③ カクチケル語話者の多くはスペイン語とのバイリンガルであるが、日常生活におけるスペイン語の
使用時間の割合が高い話者ほど SVO 語順の処理負荷が低い傾向がある。従来から、カクチケル語で
SVO 語順の頻度が高い理由の一つはスペイン語の影響であるとする指摘はあったが、科学的な証拠
がなかった。本研究によってその直感の正しさが実証された。[論文 10] 
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図１ A VOS 語順の文に比べて，SVO 語順の文を聞いているときに，左脳の下前頭回と呼ばれる領域
の活動が高まった(Koizumi & Kim 2016)。SVO 語順の方が VOS 語順よりも処理負荷が高いことを示し
ている。B 左側頭葉後部の活動は SVO 文の方が VOS 文よりも高かった(Ohta et al. 2017)。SVO 語順
の文に比べて VOS 語順の文のほうが概念処理の負荷が高いことを示唆している。 
 
④ タロコ語において語順による文処理負荷の違いを調べる行動実験と脳波実験を実施した。 
  （論文投稿済み） 
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